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執筆者紹介

本林　靖久 2019年度特定研究（新しい時代における寺院のあり方研究）嘱託
研究員・本学非常勤講師

磯部　美紀 2019年度特定研究（同）研究補助員（RA）・本学博士後期課程第
１学年

上野　牧生 2019年度指定研究（西蔵文献研究）研究員・本学短期大学部講師

 2017年度一般研究（小谷班）協同研究員

池上　哲司 2018年度指定研究（東京分室指定研究）研究代表者・本学名誉教
授
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所特別研究員

 2018年度 PD 個人研究（稲葉班）研究代表者

田崎　郁子 2017年度指定研究（同）研究員・大東文化大学講師

 2017年度 PD 個人研究（田崎班）研究代表者

中野加奈子 2018年度一般研究（中野班）研究代表者・本学准教授
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味村　考祐 2019年度一般研究（村山班）研究員・本学任期制助教

西尾　浩二 2019年度一般研究（村山班）研究員・本学講師

西沢　史仁 2017年度一般研究（西沢班）研究代表者・東京大学非常勤講師

宮崎　展昌 2017年度一般研究（宮崎班）研究代表者・鶴見大学仏教文化研究
所専任研究員（准教授）

小谷信千代 2017年度一般研究（小谷班）研究代表者・本学名誉教授

秋本　　勝 2017年度一般研究（同）共同執筆者・京都女子大学名誉教授

加納　和雄 2017年度一般研究（同）共同執筆者・駒澤大学准教授

福田　　琢 2017年度一般研究（同）共同執筆者・同朋大学教授

本庄　良文 2017年度一般研究（同）共同執筆者・佛教大学教授

松下　俊英 2017年度一般研究（同）共同執筆者・本学非常勤講師

松田　和信 2017年度一般研究（同）共同執筆者・佛教大学教授

箕浦　暁雄 2017年度一般研究（同）協同研究員・本学教授
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福島　栄寿 2019年度一般研究（福島班）研究員・本学教授

知名　定寛 2019年度一般研究（同）協同研究員・神戸女子大学教授

川邉　雄大 2019年度一般研究（同）協同研究員・二松学舎大学非常勤講師

長谷　　暢 2019年度一般研究（同）協同研究員・真宗大谷派沖縄別院職員



編集後記

　『真宗総合研究所研究紀要』第三十七号を刊行いたしました。今号も意欲的な論文
が多数投稿されました。字数制限に収まらない長大な論考はリポジトリ掲載という形
で、オンライン上でも公開されています。東京分室で展開された分野を横断した共同
研究の成果も収められております。ぜひご覧ください。 （T. A.）

※本号掲載論文の内、本文がリポジトリ掲載となる論文については、脚注に論文ペー
ジの個別 URL（パーマリンク）を掲載しています。このパーマリンクについて、サー
ビスを提供する国立情報学研究所より、システム変更に伴い運用を終了し、2022年度
末以降は現行のパーマリンクからのアクセスが不可能となる予定であることが発表
されています（2020年３月現在）。
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